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小倉東断層延長海域における高分解能マルチチャンネル音波探査
High-resolution Multi-Channel Sonic survey on the seaward extension of the Kokura-
Higashi Faults
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小倉東断層は福岡県北九州市小倉北区から北九州市小倉南区にかけて分布する北北東-南南西方向に延びる右横ずれ断
層である．地震調査推進本部（2013）の評価において，小倉東断層の地表で確認される長さは約 13 kmであるが，重力
異常の急変帯がさらに北方へと続くことから，小倉東断層の北方延長が彦島沖，響灘へと連続する可能性が指摘された．
そこで，本調査では小倉東断層の北方延長とされる響灘において，活断層の存在や地質構造を確かめるために高分解能マ
ルチチャンネル音波探査を実施した．測線は重力異常で推定された断層を横断するような東西測線を 19本，それらをつ
なぐ南北測線を 2本設定した．調査は電磁誘導型音源 (ブーマー)を 2.5m間隔で発振し，チャンネル間隔 2.5m，12チャ
ンネルのストリーマーケーブルで受振した．データ収録時間は 0.4秒，サンプリング周波数は 8000Hzとした．取得され
たデータの解析は CMP重合法を用いた．その結果，極浅層を変形させる断層が彦島の沖合に少なくとも 2条，存在して
いることが明らかとなった．なお，この断層が小倉東断層と直接連続するかについては関門海峡周辺の地質構造と照ら
し合わせながら議論する必要がある．
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